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ブッシュ提案と反核運動
強襲揚陸艦

ベローウッドの佐世保紐港化を止めよう
沖縄から／平和船団レポート／クラークさんのメッセージ
［フィリピン発］なぜ新基地協定に反対するのか

―-. =—----し——·
Philippines Daily Inquirer 91.9.17より

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●雑持会員（月間会費） ●参加会員（月間会費） ●通信会員

団体 1口 2000円 団体 1口 1000円 年間 1口

個人 1口 1000円 個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購読料を含みます）
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今
回
の
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
の
中
に
は
、
三
本
の
大
き

な
柱
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
は
陸
上
戦
術
核
の
大

幅
削
滅
、
第
二
は
海
洋
戦
術
核
の
軍
縮
、
第
三
は
核

警
戒
体
制
の
緩
和
で
あ
る
。
米
ソ
軍
縮
交
渉
の
経
過

か
ら
言
う
と
、
第
一
の
柱
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
縮
の
延

長
線
上
に
あ
り
、
第
三
の
柱
は
米
ソ
関
係
の
現
状
か

ら
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
第
三
の

柱
で
あ
る
ト
マ
ホ
ー
ク
を
含
む
海
洋
戦
術
核
に
関
す

る
新
展
開
が
最
も
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

最
初
に
海
洋
核
の
新
展
開
の
経
過
に
つ
い
て
、
や

や
詳
し
く
述
べ
た
い
。
そ
れ
は
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
を
生

み
出
す
の
に
反
核
運
動
が
果
た
し
た
役
割
を
正
確
に

洩
わ
け
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
米
核
艦
船
拒
否
（
一

喰
九
八
五
年
二
月
）
は
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ア

マト
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
．
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ

刊月
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ

即
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ

暉
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
な
ど
の
各
地
に
、
核

田
艦
船
の
行
く
手
を
阻
む
目
に
見
え
る
闘
い
が
広
が
っ

三第
た
。
太
平
洋
に
は
バ
ヌ
ア
ツ
、
ベ
ラ
ウ
な
ど
、
そ
れ

18

に
先
立
つ
拠
点
国
家
が
作
ら
れ
て
い
た
。

日月6

海
の
核
は
至
る
所
で
世
論
の
標
的
と
な
り
、
ニ
ュ

9
8
ー
ク
リ
ア
・
ネ
イ
ビ
ー
ー
は
深
刻
な
世
論
対
策
、
外
交

碑ー

問
題
に
直
面
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
核
兵
器
を
搭

号仰
載
し
た
ま
ま
世
界
の
海
を
発
射
基
地
に
す
る
政
策
の

行発
政
治
的
コ
ス
ト
は
高
く
な
り
続
け
た
。

日

。
2
 〗

米
政
府
内
部
に
変
化

ー

，
 
，
 

ー行
紙
面
の
都
合
で
多
く
を
紹
介
で
き
な
い
が
、
流
れ

発叩
が
変
わ
る
兆
候
を
私
た
ち
は
何
度
か
目
撃
し
て
き
た
。

2
 
ー
た
と
え
ば
、
一
九
八
八
年
六
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
首

団旬
相
は
、
国
連
の
場
で
「
核
保
有
国
の
艦
船
が
、
日
常

的
に
世
界
中
に
運
ば
れ
て
い
る
戦
術
核
は
、
国
際
社

会
の
脅
威
で
あ
り
、
世
論
の
懸
念
が
増
大
し
て
い
る

の
は
正
当
な
こ
と
で
あ
る
」
と
演
説
し
、
核
兵
器
の

存
在
を
否
定
も
肯
定
も
し
な
い
政
策

(
N
C
N
D
政

）
策
）
の
撤
回
を
要
求
し
た
。
一
九
九
0
年
に
は
現
役

3
 
（
の
米
原
子
力
潜
水
艦
司
令
官
フ
ラ
ッ
コ
少
佐
は
、
「 提

案
を

ど
う
読
む
か

ブ
ツ

シ
ユ

「
何
と
事
態
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
」

今
年
の
五
月
、
ア
メ
リ
カ
科
学
者
連
盟

(
F
A
S
)

が
海
洋
戦
術
核
の
米
ソ
軍
縮
交
渉
を
呼
び
掛
け
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
感

慨
深
く
そ
う
思
っ
た
。
海
洋
戦
略
核
で
あ
る
潜
水
艦

発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル

(
S
L
B
M
)
に
は
触
れ
な
い

限
定
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
呼

び
掛
け
の
署
名
者
の
中
に
は
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ヨ
ー
ク

核
兵
器
搭
載
疑
惑
の
た
め
に
、
米
海
軍
が
入
港
し
得

る
港
が
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
っ
て
い
る
。
」
と
分
析
し
、

N
C
N
D
政
策
の
変
更
を
求
め
た
論
文
を
発
表
し
、

海
軍
当
局
に
近
い
雑
誌
が
そ
れ
を
掲
載
し
た
（
米
海

軍
協
会
『
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
』
一
九
九
0
年
一

月
）
。海
洋
戦
術
核
を
め
ぐ
る
ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
米
議
会
の

関
係
に
重
要
な
変
化
が
現
わ
れ
た
の
は
、
一
九
八
五

年
か
ら
一
九
八
七
年
に
か
け
て
で
あ
る
。
議
会
は
戦

術
核
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常

兵
器
に
よ
る
ソ
連
と
の
海
戦
に
勝
利
す
る
と
い
う
海

軍
の
考
え
方
を
拒
否
を
し
て
、
対
空
ミ
サ
イ
ル
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
2
」
の
核
弾
頭
化
を
否
決
し
た
。
そ
の

結
果
、
海
軍
は
古
く
な
っ
た
海
洋
戦
術
核
を
更
新
す

る
計
画
を
放
棄
し
、
一
九
八
七
年
に
は
テ
リ
ア
対
空

ミ
サ
イ
ル
、
サ
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
ア
ス
ロ
ッ
ク
の
対

潜
水
艦
ロ
ケ
ッ
ト
の
三
種
類
の
海
洋
戦
術
核
の
退
役

を
決
定
し
た
。
（
一
九
九
0
年
に
完
了
）
。

こ
れ
ら
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
決
定
は
、
直
接
に
は
反

核
運
動
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
米
国
の
財
政

破
綻
、
米
ソ
の
緊
張
緩
和
に
背
景
を
持
つ
米
海
軍
の

戦
術
転
換
に
起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
、
海
洋
核
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
反
核
運
動
も
政
策
決
定
に
影
響

を
与
え
た
と
想
像
し
て
も
ひ
い
き
目
に
過
ぎ
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
重
要
な
こ
と
は
、

こ
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
変
化
が
、
海
洋
核
軍
縮
を
求
め

る
反
核
運
動
と
相
乗
効
果
を
生
み
な
が
ら
そ
の
後
の

上
げ
た

諒
識
す
る
の
に
役
立
つ
と
思
う
。

梅
林
宏
道

や
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ウ
イ
ズ
ナ
ー
な
ど
の
科
学
者
の
他

に
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
元
国
防
長
官
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

元
国
防
長
官
、
ニ
ッ
ツ
元
海
軍
長
官
な
ど
元
ペ
ン
タ

ゴ
ン
関
係
者
が
数
多
く
名
前
を
連
ね
て
い
た
。

一
九
八
四
年
、
日
本
で
私
た
ち
が
反
ト
マ
運
動
を

始
め
、
太
平
洋
レ
ベ
ル
で
は
P
C
D
S
（
太
平
洋
軍

備
撤
廃
運
動
）
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
海
洋
核
の
軍

縮
が
現
実
に
ど
の
よ
う
な
過
程
で
進
展
す
る
の
か
、

全
く
先
が
見
え
な
か
っ
た
。
米
ソ
政
府
が
こ
の
問
題

を
取
り
上
げ
る
か
ど
う
か
の
以
前
に
、
世
界
的
な
反

核
運
動
の
中
の
意
思
統
一
も
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

バ
の
反
核
運
動
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
後
の
方
針
を
め

ぐ
る
混
迷
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
反
核
運
動
が
置

き
去
り
に
し
た
海
洋
の
中
距
離
核
に
焦
点
を
当
て
た

闘
い
が
、
核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
き
っ
か
け
に
活

動
家
た
ち
の
手
で
始
め
ら
れ
た
と
い
う
の
が
実
状
で

あ
っ
た
。
一
九
八
七
年
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
が
「
海
の
非
核

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
始
め
た
と
き
、
米
国
の
反
核

・
軍
縮
グ
ル
ー
プ
の
主
流
は
「
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
、

他
の
軍
縮
運
動
と
九
0
度
違
う
方
向
に
進
も
う
と
し

て
い
る
」
と
批
判
し
た
（
『
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
タ
イ

ム
ズ
』
一
九
八
七
年
―
-
.
―
二
月
号
）
。
こ
れ
は

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
名
指
し
で
批
判
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
私
た
ち
の
よ
う
な
弱
小
の
草
の
根
運
動
は
、
も

ち
ろ
ん
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
運
動
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
た
。
と
り

潮
流
を
作
り
出
し
た
。

一
方
で
、
世
界
の
反
核
運
動
の
動
向
を
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
陣
営
が
利
用
し
は
じ
め
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の

軍
縮
顧
問
で
あ
っ
た
ア
フ
ロ
メ
ー
イ
エ
フ
元
帥
は
、

一
九
九
0
年
五
月
に
米
議
会
で
証
言
し
、
「
戦
略
核

の
削
減
交
渉
も
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
通
常
兵
器
削
減
交
渉

も
海
洋
核
軍
縮
交
渉
が
始
ま
ら
な
け
れ
ば
止
ま
ら
ざ
＿

る
を
得
な
い
」
と
警
告
を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
い
兆
候
が

現
わ
れ
始
め
た
。
米
太
平
洋
軍
の
委
託
を
受
け
た
シ

ン
ク
タ
ン
ク
・
ラ
ン
ド
研
究
所
は
、
一
九
九
0
年
六

月
に
新
し
い
太
平
洋
戦
略
に
関
す
る
勧
告
を
ま
と
め
、

そ
の
中
で
「
す
べ
て
の
水
上
艦
か
ら
核
兵
器
を
撤
去

す
る
な
ど
の
戦
術
核
の
軍
縮
」
、
「

N
C
N
D
政
策

の
見
直
し
の
検
討
」
な
ど
を
勧
告
し
た
。
後
者
の
勧

告
の
理
由
に
は
、
日
本
で
核
問
題
に
敏
感
な
政
府
が

出
現
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
退
役

し
た
ば
か
り
の
ク
ロ
ウ
前
米
統
合
参
謀
会
議
議
長
は
、

今
後
の
太
平
洋
の
軍
縮
問
題
を
論
ず
る
中
で
、
「
戦

略
原
潜
以
外
の
す
べ
て
の
軍
艦
か
ら
核
兵
器
を
撤
去

す
る
こ
と
が
、
米
ソ
両
方
に
と
っ
て
利
益
で
あ
る
」

と
述
べ
た
（
『
フ
ォ
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
一
九

九
一
年
春
号
）
。

ブ
ッ
シ
ュ
提
案
に
含
ま
れ
た
海
洋
戦
術
核
に
関
す

る
新
展
開
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
出
現
し
た
。
海
の

非
核
化
を
目
指
す
世
界
の
反
核
運
動
は
、
ひ
と
ま
ず

「
い
い
仕
事
を
し
た
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
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一
本
の
運
動
も
そ
れ
と
と
も
に
あ
っ
た
。
一
九
八
六
年

の
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
寄
港
反
対
闘
争
の
報
道

に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
「
自
分
た
ち
へ
の
か

け
が
え
の
な
い
激
励
」
と
手
紙
が
届
い
た
。
ア
メ
リ

カ
の
反
核
研
究
者
た
ち
は
、
日
本
の
反
ト
マ
ホ
ー
ク
、

反
母
港
運
動
を
支
え
る
た
め
に
協
力
を
憎
し
ま
な
か

っ
た
。ブ

ッ
シ
ュ
提
案
に
は
、
数
々
の
ご
ま
か
し
や
問
題

点
が
あ
る
。
涸
々
の
分
析
を
数
字
を
あ
げ
て
裏
付
け

る
紙
面
の
ゆ
と
り
が
な
い
が
、
今
後
の
運
動
を
考
え

る
上
で
の
問
題
点
の
み
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

表
に
掲
げ
た
も
の
は
七
月
末
に
調
印
さ
れ
た
S
T

A
R
Tー
（
戦
略
核
兵
器
削
滅
条
約
、
批
准
は
ま
だ
）

可丑
と
ブ
ッ
シ
ュ
提
案
が
実
行
さ
れ
た
暁
に
お
け
る
米
ソ

叩
．
の
核
弾
頭
数
の
試
算
で
あ
る
。

遺
表
を
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

S
T
A
R
T
と
ブ

日
ッ
シ
ュ
提
案
の
両
方
が
実
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ア

第8
 
印
メ
リ
カ
の
核
弾
頭
数
の
三
分
の
二
が
残
る
。
オ
ー
バ

年
＇
＇
キ
ル
の
現
状
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。
従
っ
て
、
核

6
 

198

廃
絶
の
観
点
か
ら
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
の
誇
大
宣
伝
に
惑

直
わ
さ
れ
ず
、
ま
だ
ま
だ
前
途
遼
遠
で
あ
る
こ
と
を
強

叩
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

卜
軍
事
費
削
減
を
求
め
る
米
議
会
の
圧
力
は
極
め
て

刊月
強
い
。
も
ち
ろ
ん
ソ
連
の
国
内
事
清
は
も
っ
と
厳
し

毎月 1回20日発行1991年10月20日発行第72号

い
。
そ
ん
な
中
で
、
今
回
の
提
案
に
は
、
海
洋
戦
略

核

(
S
L
B
M
)
に
大
き
く
比
重
を
移
し
、

S
D
I

計
画
を
残
し
て
ソ
連
公
聡
の
計
画
に
し
よ
う
と
す
る

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
意
図
が
現
わ
れ
て
い
る
。
提
案
で

戦
略
瀑
撃
機
と
一
部
I
C
B
M
に
よ
る
二
四
時
間
警

戒
体
制
を
解
除
し
、
一
方
、
戦
略
原
潜
警
戒
体
制
に

手
を
付
け
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
抑
止
の
中
心
で

あ
る
戦
略
核
警
戒
体
制
の
弾
頭
の
約
七
0
％
が
S
L

B
M
で
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
の
米
軍
の

動
向
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
事
実
を
押
さ
え
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

す
べ
て
の
軍
艦
か
ら
平
時
に
戦
術
核
を
撤
去
す
る

と
い
う
提
案
項
目
は
、
核
事
故
の
可
能
性
を
滅
ず
る

意
味
で
歓
迎
さ
れ
る
。
し
か
し
、
有
事
搭
載
と
さ
れ
、

N
C
N
D
政
策
を
転
換
す
る
と
い
う
明
確
な
発
表
が

な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
日
本
の
反
核
運
動
に
は

極
め
て
困
難
な
状
況
が
残
っ
た
。
つ
ま
り
、
船
は
も

は
や
核
を
積
ん
で
い
な
い
か
ら
非
核
三
原
則
は
自
動

的
に
守
ら
れ
る
と
人
々
が
錯
覚
し
て
し
ま
う
危
険
性

が
強
い
。

N
C
N
D
政
策
の
転
換
を
求
め
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
戦
術
核
撤
去
方
針
の
背
後
に
同
盟
国
へ
の

世
論
対
策
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
私
た
ち
が
世
界
的
な
外

国
基
地
撤
去
へ
の
声
を
あ
げ
る
べ
き
時
代
に
入
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
地
球
的
に
考

え
、
地
域
で
行
動
し
よ
う
」
で
あ
る
。
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題
研
究
会
の
今
川
正
美
代
表
は

表
ァ
ジ
ア
畠
で
緊
唇
閃
篇
，

強

襲

揚

陸

艦

ベ

ロ

ー

ウ

ッ

ド

「

こ

れ

か

扇

鮮

半

島

位

保
重
工
業
(

s

s

k

)

の
立
神

誓
罹
信
日
置

【
佐
世
保
】
羞
軍
墜
＇
五
貝
各
ウ
級
弾
襲
瘍
置
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
革
鴛
ぽ
な
は
「
器
蘊
和
辺
爵
品
行
｀
佐
世
堡
揺
城
紛
争
へ
の
岸
壁
罹
に
対
す
ゑ
約
の
拡
―

（
三
九

‘==-00凶
）
を
来
年
夏
支
舜
世
保
基
地
に
配
備
す
る
、
と
発
表
出
動
基
地
に
す
る
も
の
」
と
反
琵
し
て
い
る
。
大
な
ど
港
の
利
用
面
で
も
影
響
一

追

凹

は

ヘ

リ

T

し

て

多

様

偏

堕

猛

裳

晨

堕

苔

、

を

四

け

そ

う

芍

「
緊
張
緩
和
に
逆
行
」
望
翡
戸
戸
[
[
”

ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
甚
長
二
百
一
型
喜
揚
墜
、
聾

H
揺

藝

い

了

羞

墨

饂

爵

（

マ

三

ア

ナ

リ

ス

ト

、

小

川

和

た
）
五
十
四
店
、
網
四
十
店
、
乗
組
貨
物
揚
陣
艦
各
一
隻
、
救
難
艦
ー
テ
ィ
ン

•
K
・
コ
リ
ン
ズ
司
久
さ
ん
の
話
戦
略
的
根
拠
地

さ
か
員
約
九
百
人
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
ニ
隻
の
合
引
五
隻
が
配
備
さ
れ
令
官
）
は
「
米
海
軍
の
誨
外
家
で
あ
全
江
日
米
軍
基
地
の
重
要

れ
ら

表
鐵
が
母
唄
空
雙
唄
塞
亭
用
へ
て
い
る
ほ
か
、
大
製
医
痙
用
倉
族
居
住
訂
暉
、
第
七
艦
隊
の
水
性
が
対
ソ
連
か
ら
地
域
紛
争
封

が
ン
リ
ニ
、
三
十
機
の
ほ
か
、
里
直
暉
建
設
、
米
軍
庄
宅
壇
設
、
沖
隣
共
同
即
戦
戦
闘
群
の
規
摸
と
じ
込
め
へ
と
移
行
、
横
須
賀
の

発
年

暉
ー
離
発
着
磯
ハ
リ
ア
ー
も
搭
載
可
縄
な
ど
を
結
ぶ
光
フ
ァ
イ
パ
ー
船
力
に
つ
い
て
の
作
戦
上
の
考
空
母
郎
隊
と
佐
世
保
の
弾
訊
揚
f

の
ジ
艇
。
海
兵
隊
一
個
大
隊
（
約
千
ケ
ー
プ
ル
敷
設
計
画
な
ど
が
進
慮
で
決
ま
っ
た

A
し
て
い
る
。
睦
部
隊
が
そ
の
実
行
部
隊
に
な
一

配
ェ

へ
七
百
入
）
、
塾
・
装
儡
な
と
行
中
。
べ
弓
配
備
に
伴
l

2

皿
逐
し
か
し
、
革
新
団
体
な
ど
は
っ
て
い
る
。
在
韓
・
比
の
野
戦
一

保
ド
世
ツ
の
磯
甲
戦
闘
用
重
芸
備
を
空
海
艦
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
追
加
配
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
韓
国
の
兵
力
基
地
が
不
要
に
な
っ
て
も
佐
世

佐
ウ
か
ら
占
苫
せ
、
水
隣
共
同
作
濶
な
ど
も
検
酎
中
と
み
ら
れ
を
削
減
す
る
一
方
で
、
佐
世
保
保
な
ど
の
位
置
付
け
は
相
対
的

戦

盆

檻

橿

を

担

う

。

る

。

な

ど

の

機

艇

を

弾

化

す

る

方

に

高

ま

る

の

で

は

な

い

か

。

佐
世
保
t
j
現
在
、
ド
ッ
ク
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
妥
配
傭
に
つ
向
」
と
区
『
佐
世
保
軍
事
問

闘
鱈
汀
鱈
●
全
国
か
ら
反
対
運
動
を
起
こ
そ
う
！

攣 91./0. //, 

9の
動
を
！

※
日
本
は
ま
た
ま
た
危
険
き
わ
ま

り
な
い
戦
争
の
機
械
を
引
っ
張
り

込
も
う
と
し
て
い
る
。
「
強
襲
揚

陸
艦
」
は
、
兵
器
や
兵
士
や
物
資

を
よ
り
早
く
、
よ
り
大
量
に
戦
場

に
投
入
す
る
た
め
の
船
だ
。
攻
撃

用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
陸
上
部
隊
が

一
体
と
な
っ
て
、
「
敵
」
を
た
た

き
の
め
す
こ
の
上
な
く
攻
撃
的
な
、

軍
事
介
入
の
た
め
の
船
だ
。

※
ソ
連
は
も
う
ア
メ
リ
カ
の
敵
で

は
な
い
。
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
が
狙
い

を
定
め
る
の
は
、
ア
ジ
ア
や
中
東

で
ア
メ
リ
カ
の
「
国
益
」
を
「
害

す
る
」
局
地
紛
争
ー
た
と
え
ば
湾

岸
戦
争
の
よ
う
な
ー
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
無
い
。

※
こ
ん
な
船
を
「
思
い
や
り
予
算
」

ま
で
支
出
し
て
受
け
入
れ
る
国
に

p
k
o
に
参
加
す
る
資
格
は
な
い
。

母
港
も
p
k
o
も
つ
ぶ
そ
う
！

（
次
号
で
詳
報
）

現状核弾頭数1)

戦略核

戦術核

START削減後
(1992-99) 
戦略核1)

戦術核

プッシュ提案実現後

戦略核

戦術核

両計画実現後の削減率

アメリカ 2)

19, 206 
12, 006 
7, 2 0 0 

16, 030 (3, 
8, 8 3 0 
7, 2 0 0 
12, 780 (3, 
8, 8 3 0 
3, 9 5 0 
33、5%

1 7 6削減）

250削減）

這 2)

25, 078 
1 0, 8 4 1 
1 4, 2 3 5 

22,275 (2, 
8, 0 4 0 
14, 235 
13, 940(8, 
8, 0 4 0 
5, 9 0 0 
44、4%

8 0 1削減）

335削減）

注： 1)現状のまま推移したとして 1885年頃に見込まれる核弾頭数。
ータは筆者の試算。ソ連のデータは、カナダ核軍縮センターによる。

2)アメリカのデ
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空
母
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
が
初
め
て
母
港
横
須
賀

に
来
る
九
月
十
一
日
に
、
市
民
団
体
が
中
心
に
取
り

組
ん
た
平
和
船
団
に
参
加
し
た
時
、
「
ト
マ
喰
い
虫
―

の
編
集
長
田
巻
さ
ん
か
ら
、
沖
縄
の
視
点
で
の
寄
稿

依
頼
が
あ
り
、
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

平
和
船
団
へ
の
参
加
は
、
大
変
貴
重
な
体
験
で
し

た
。
責
任
者
の
新
倉
さ
ん
の
説
明
で
海
上
デ
モ
が
米

軍
基
地
の
す
ぐ
近
く
ま
で
で
き
る
と
い
う
こ
と
や
横

須
賀
港
に
レ
ジ
ャ
ー
ポ
ー
ト
を
繰
り
出
す
施
設
の
建

設
の
こ
と
な
ど
を
知
り
、
海
が
公
の
も
の
と
し
て
全

て
の
個
人
に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
指
揮
船
に
乗
船
し
て
乎
和
船
団
の
行
動
に

参
加
で
き
た
経
験
を
生
か
し
て
、
沖
縄
の
軍
事
基
地

っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
部
隊
が
沖
縄
に
移
駐
し

て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
ク

ラ
ー
ク
基
地
か
ら
は
す
で
に
カ
デ
ナ
基
地
の
第
六
〇

三
軍
事
空
輸
支
援
軍
の
輸
送
部
隊
に

C
1
4
1
型
輸

送
機
七
機
の
移
駐
と
兵
員
一
五
0
人
が
増
員
さ
れ
て

お
り
、
第
三
五
三
特
殊
作
戦
航
空
団
の
一
部
、
三
〇

0
人
が
、
普
天
間
基
地
と
カ
デ
ナ
基
地
に
移
駐
し
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
普
天
間
基

地
（
海
兵
隊
航
空
基
地
）
に
は
、
十
月
三
日
か
ら
迷

彩
色
の
大
型
輸
送
機
C
5
A
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
が
二
〇

回
の
予
定
で
飛
来
し
て
兵
員
や
貨
物
、
ヘ
リ
な
ど
を

輸
送
。
輸
送
は
十
月
ニ
―
日
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

演
習
の
激
化
は
、
県
道
を
封
鎖
し
て
の
核
・
非
核

両
用
の
一
五
五
ミ
リ
櫂
弾
砲
の
演
習
が
十
月
二
十
二

日
予
定
の
三
日
間
を
含
め
て
十
四
回
、
実
施
日
数
は

す
で
に
三
十
一
回
と
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
読
谷
村
の
読
谷
飛
行
場
跡
地
で
の
民
間
の
通

行
を
閉
鎖
し
て
行
わ
れ
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練

も
最
大
規
模
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
デ
ナ

基
地
、
普
天
間
基
地
の
周
辺
で
は
、
航
空
機
・
ヘ
リ

の
騒
音
が
激
増
し
て
お
り
、
深
夜
の
エ
ン
ジ
ン
調
整

や
離
発
着
に
よ
っ
て
多
く
の
苦
情
が
各
市
町
村
役
所

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
恩
名
村
の
都
市
型

訓
練
施
設
で
の
演
習
の
実
施
な
ど
県
内
各
地
で
演
習

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

横
須
賀
の
印
象

沖縄から

． 
． 

い
は
伊
波
洋
一
●
宜
野
湾
市
懃
労
委
員
長

こ
の
よ
う
な
演
習
激
化
と
移
駐
の
動
き
に
対
し
て

県
議
会
を
始
め
、
沖
縄
市
・
嘉
手
納
町
な
ど
多
く
の

町
村
議
会
が
ク
ラ
ー
ク
基
地
か
ら
の
移
駐
反
対
の
意

見
書
や
決
議
を
採
択
し
て
い
ま
す
。
住
民
団
体
・
民

主
団
体
・
労
働
組
合
で
は
、
県
道
一

0
四
号
越
え
演

習
の
度
に
早
朝
か
ら
現
地
抗
議
行
動
を
組
ん
で
い
ま

す
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓
練
で
は
、
読
谷
村
を
中
心
に

現
地
抗
議
行
動
が
山
内
村
長
を
先
頭
に
毎
回
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ー
ク
基
地
か
ら
の
移
駐
反
対

の
抗
議
集
会
は
九
月
二
十
二
十
日
と
十
月
十
一
日
に

県
内
民
主
団
体
が
嘉
手
納
で
開
催
し
、
普
天
間
基
地

で
は
十
月
二
日
に
中
部
地
区
労
と
宜
野
湾
市
の
市
民

の
会
の
共
催
で
空
軍
特
殊
部
隊
移
駐
反
対
緊
急
抗
議

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
九
月
六
日
嘉

手
納
で
の
都
市
型
訓
練
施
設
の
撤
去
を
求
め
る
区
民

大
会
ほ
か
基
地
反
対
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
復
帰
後
二
十
年
の
来
年
に
切
れ
る
軍
用
賃

貸
借
契
約
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
地
主
に
対
す
る
米

軍
用
地
強
制
使
用
公
開
審
理
が
、
八
月
十
四
日
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
毎
月
一
回
の
公
開
審
理
で
強
制
使

用
反
対
運
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
審

理
で
対
象
に
入
っ
て
い
る
一
坪
共
有
地
は
普
天
間
基

市
民
参
加
の
運
動
が

平
和
を
作
る

の
撤
去
の
運
動
に
つ
い
て
も
多
様
な
取
り
組
み
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
は
「
寄
港
l

で
は
な
く
、
ヨ

コ
ス
カ
ヘ
の
「
帰
港
」

(
C
O
H
E

B
A
C
K
=
[
R
=
O
H
[
P
O
 

R

ア
・
ラ
ム
ゼ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
氏
の
東
京
公
聴
会
の
来

日
歓
迎
会
で
の
表
現
）
で
あ
る
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
。

太
平
洋
に
お
け
る
米
軍
の
戦
略
展
開
の
本
拠
地
と
し

て
の
日
本
の
役
割
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
乎

和
船
団
へ
の
参
加
で
初
め
て
横
須
賀
基
地
を
見
ま
し

た
が
、
横
須
賀
の
米
軍
基
地
が
市
街
中
心
地
に
極
め

て
近
接
し
て
い
る
こ
と
を
し
り
ま
し
た
。
港
の
入
り

口
に
あ
る
ダ
イ
エ
ー
＇
と
数
百
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い

な
い
所
を
米
海
軍
第
七
艦
隊
が
核
ト
マ
ホ
ー
ク
を
含

め
た
核
兵
器
を
積
ん
で
母
港
と
し
て
い
る
こ
と
が
驚

き
で
し
た
。
平
和
船
団
で
の
海
上
デ
モ
の
後
、
市
内

の
デ
モ
に
参
加
し
て
市
繁
華
街
の
通
り
に
面
し
て
ヨ

ノ
コ
ス
カ
ベ
ー
ス
正
門
が
あ
る
こ
と
も
驚
き
で
し
た
。

連
帯
を
広
げ
、

多
様
な
こ
こ
ろ
み
を

ア
ジ
ア

．
 
太
平
洋
が
か
わ
る

沖
縄
が
か
わ
れ
ば

沖
縄
で
は
、
沖
縄
本
島
の
二
0
％
が
米
軍
基
地
や
濱

習
場
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
重
要
施
設
は
市
の
中
心

部
に
近
い
距
離
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

九
月
二
十
七
日
の
プ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
核
兵
器

軍
縮
提
案
は
、
ソ
連
の
混
乱
を
予
想
し
て
核
戦
争
危

機
の
大
幅
な
増
大
を
未
然
に
防
ご
う
と
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
十
月
の
朝
鮮
半
島
の
非

核
化
提
案
な
ど
確
実
に
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
核
兵

器
の
撤
廃
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
核
ト
マ
ホ
ー
ク

の
撤
去
と
艦
船
配
備
の
核
兵
器
の
撤
廃
案
で
横
須
賀

に
お
け
る
核
事
故
の
危
険
が
無
く
な
っ
た
こ
と
は
大

変
良
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

日
本
政
府
か
ら
は
何
の
提
起
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、

私
た
ち
の
政
府
が
世
界
的
な
乎
和
や
軍
縮
に
つ
い
て

政
策
目
標
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

お
り
情
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
沖
縄
は
、
湾
岸
戦
争
へ
の
出
兵
に
伴
う
予
備
役

の
た
め
の
訓
練
や
通
常
訓
練
の
増
加
と
合
わ
せ
て
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ク
ラ
ー
ク
基
地
閉
鎖
に
よ
る
影
響
で
演

習
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
米
軍
関

係
者
は
米
軍
の
演
習
は
多
く
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
行

っ
て
い
る
と
発
言
し
て
い
た
の
で
す
。

沖
縄
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
移
駐
問
題
が
お
こ

地
内
に
あ
り
、
私
た
ち
も
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。私
た
ち
は
反
基
地
・
平
和
・
環
境
市
民
運
動
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ピ
ー
ス
＆
エ
コ
ロ
ジ
ー
う

ま
ん
ち
ゅ
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
＆
ラ
イ

プ
）
を
八
重
山
沖
縄
白
保
の
海
を
守
る
会
と
共

に
県
内
の
平
和
団
体
・
環
境
団
体
・
リ
サ
イ
ク
ル
団

体
に
呼
び
か
け
実
行
委
員
会
を
作
り
十
月
二
十
日
に

宜
野
湾
市
の
屋
外
劇
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
団
体

か
ら
の
運
動
報
告
の
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
と
二
千
人
あ
ま

り
の
参
加
者
が
喜
納
昌
吉
＆
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
ズ
と
一

体
と
な
っ
て
「
花
」
の
合
唱
で
終
わ
る
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
成
功
で
し
た
。
沖
縄
語
で
「
う

ま
ん
ち
ゅ
」
と
い
う
の
は
漢
字
で
「
御
万
人
」
と
書

き
「
す
ぺ
て
の
人
々
」
と
い
う
意
味
で
す
。
当
日
は
、

横
須
賀
で
も
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
が
開
催
予
定
と

聞
い
て
お
り
、
市
民
参
加
の
運
動
が
平
和
な
日
本
を

作
る
と
確
信
し
な
が
ら
市
民
参
加
の
運
動
を
労
働
組

合
の
側
か
ら
積
極
的
に
連
帯
し
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
は
、
沖
縄
が
変
わ
れ
ば
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
が
変

わ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
通
常
戦

カ
の
軍
縮
の
要
が
沖
縄
の
米
軍
お
よ
び
日
本
軍
の
縮

小
・
撤
廃
で
あ
る
と
考
え
、
沖
縄
で
の
基
地
撤
廃
の

運
動
が
世
界
的
規
模
で
の
軍
備
縮
小
に
結
び
つ
く
よ

う
沖
縄
で
運
動
を
組
織
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま

す

。

◆

◆

強
化
さ
れ
る
基
地

渤
さ
増
す
演
習
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松
谷
聖
子
（
横
浜
）

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
入
港
日
、
何
の
手
伝
い
も

し
な
い
で
始
発
で
行
き
。
楽
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

酔
い
止
め
の
薬
を
飲
ん
で
お
い
た
の
で
波
に
ゆ
ら
れ

て
も
平
気
で
し
た
。

雨
ガ
ッ
パ
を
着
て
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
さ

て
、
誰
も
ボ
ー
ト
を
こ
げ
る
人
が
い
ま
せ
ん
。
前
に

乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
時
は
エ
ン
ジ

ン
ボ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
す
。
雨
や
波
で
手
が
滑
り
、

あ
や
う
く
オ
ー
ル
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し

た
。
お
ま
け
に
い
く
ら
こ
い
で
も
、
風
に
流
さ
れ
、

波
に
乗
せ
ら
れ
、
こ
ぎ
方
も
悪
い
と
あ
っ
て
ち
っ
と

も
進
み
ま
せ
ん
。
今
か
ら
思
う
と
遠
く
流
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
た
か
が
知
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
ひ

た
す
ら
必
死
の
思
い
で
し
た
。
だ
か
ら
、
ヨ
ッ
ト
を

先
頭
と
し
た
最
後
尾
に
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
れ
た
時
は

本
当
に
ホ
ッ
と
し
た
も
の
で
す
。

雨
も
や
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン

ス
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
小
さ
な
島
が
や
っ
て
来
る

よ
う
で
す
。
何
や
ら
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
る
と
思

っ
た
ら
、
歓
迎
船
だ
と
か
。
＜
じ
ら
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
時
折
間
こ
え
て
く
る
新
倉
さ
ん
の
話
が
、

ま
た
泣
か
せ
る
ん
で
す
よ
ね
。

ヽ

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
み
る
み
る
大
き
く
な

っ
た
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
は
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ

写襄●西山 毅

怖
か
っ
た
の
は
私
で
す

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
と

四
十
八
隻
の
平
和
船
団日

平
25

ヵ
糾
ス

64
 

コ。
ョ
0

●
十
二
月
刊
行
予
定

●
予
定
価
格
千
円

予
約
受
け
付
け
中
！

蔭
山
早
苗
（
横
須
賀
）

一
九
九
一
・
九
・
一
―

•
A
M

六
：
0
0
。
雨
の

中
、
自
転
車
で
臨
海
公
園
に
向
か
う
。
準
備
の
整
っ

た
ボ
ー
ト
達
。
大
勢
の
人
々
、
テ
レ
ピ
の
中
継
車
、

カ
メ
ラ
、

e
t
c
。
近
く
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
何

も
手
伝
わ
な
か
っ
た
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
つ
つ
受
け

フ
ォ
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

忘
れ
な
い
、

こ
の
怒
り

う
に
な
り
、
み
ん
な
口
々
に
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
で

も
私
は
、
な
ら
ん
で
立
っ
て
い
る
米
兵
を
見
て
、
ど

う
し
て
軍
人
さ
ん
に
な
っ
た
の
か
な
あ
、
vて
考
え
て

い
た
の
で
す
。
彼
ら
の
答
え
る
顔
が
い
ろ
い
ろ
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
事
情
は
わ
か
る
け
ど
、
で
も
、
ゞ
て

言
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

新
間
に
米
兵
の
声
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
「
反
対

運
動
は
こ
わ
く
な
い
l

っ
て
。
こ
わ
い
わ
け
あ
り
ま

せ
ん
。
私
の
方
が
こ
わ
が
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。

●9. 1 1平和船団体験記

西
山

毅
（
東
京
）

右
手
に
マ
イ
ク
を
握
り
、
左
手
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を

掴
む
と
、
新
倉
さ
ん
は
揺
れ
る
ク
ル
ー
ザ
ー
の
デ
ッ

キ
に
す
っ
く
と
立
ち
上
が
っ
た
。
あ
れ
が
そ
う
じ
ゃ

な
い
か
と
指
差
す
方
向
に
は
、
遠
い
け
れ
ど
も
空
母

独
特
の
形
が
確
認
で
き
る
。
海
上
保
安
庁
の
い
や
が

ら
せ
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と
、
平
和
船
団
は
も
っ
と
大

き
な
敵
に
向
か
う
。
ア
メ
リ
カ
の
怪
物
に
こ
の
声
が

少
し
で
も
届
く
よ
う
に
。
新
倉
さ
ん
の
表
情
が
険
し

く
な
っ
て
い
く
。
そ
の
時
ぼ
く
は
初
め
て
闘
う
男
の

貌
を
見
た
と
い
う
気
が
し
、
夢
中
で
何
度
も
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
続
け
た
。

そ
れ
に
し
て
も
下
手
な
写
真
し
か
撮
れ
な
く
て
、

み
ん
な
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
少
し
も
表
現
で
き
な
く
て

残
念
で
す
。

入
港
か
ら
間
も
な
く
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
前
日
プ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
核

軍
縮
声
明
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
基
地
を
訪

れ
た
人
達
は
特
大
の
ス
テ
ー
キ
を
食
ぺ
、
米
兵
と
写

真
に
お
さ
ま
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
か
じ
り
な
が
ら

ピ
ー
ル
を
飲
ん
で
ほ
ろ
酔
い
気
分
、
殺
人
兵
器
を
眺

め
て
何
を
思
っ
た
か
。

そ
の
日
も
基
地
反
対
の
ぼ
く
達
は
「
さ
ら
ば
イ
ン

デ
ペ
ン
デ
ン
ス
」
「
さ
ら
ば
米
軍
基
地
」
と
さ
け
ん

だ

の

で

あ

り

ま

す

。

◆

◆

付
け
を
す
ま
せ
ゴ
ム
ボ
ー
ト
ヘ
。
水
は
一
滴
も
飲
ま

な
か
っ
た
。
ト
イ
レ
も
0
k
。
い
ざ
出
港
。
九
時
過

ぎ
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
が
見
え
て
く
る
。
近
づ
く
、

デ
ッ
カ
イ
。
本
当
に
デ
ッ
カ
イ
。
こ
れ
か
、
湾
岸
戦

争
に
行
っ
た
の
は
．
隣
の
ポ
ー
ト
の
女
の
子
が
涙
ぐ

ん
で
い
る
。
船
だ
っ
て
何
も
人
を
殺
す
た
め
に
造
ら

れ
た
く
は
な
か
っ
た
。
人
々
と
一
緒
に
楽
し
め
る
船

だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

き
っ
と
。
甲
板
に
立
っ
て
い
る
兵
隊
達
よ
、
人
を
殺

す
た
め
に
か
け
が
え
の
な
い
一
生
を
費
や
す
な
ど
勿
．

体
な
い
．
平
和
は
自
然
の
法
則
で
す
。
自
然
の
法
則

に
逆
ら
う
の
は
や
め
よ
う
。
自
分
を
、
他
の
人
々
を
、

大
切
に
し
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
中
か
ら
集

ま
っ
た
仲
間
た
ち
。
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

忘
れ
ま
い
こ
の
怒
り
を
。
女
の
子
の
涙
を
。
私
の

詢

に

。

◆

◆
夢
中
で
押
し
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
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私
は
市
民
平
和
訴
訟
の
会
の
大
川
原
百
合
子
で
す
。

ラ
ム
ゼ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
氏
を
招
へ
い
し
た
会
の
一
員

と
し
て
、
当
日
ク
ラ
ー
ク
氏
に
付
添
っ
て
平
和
船
団

の
ポ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
見
聞
き
し
た

こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ク

ラ
ー
ク
氏
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
は
じ
め
と
し
て
、
エ

ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
、
グ
レ
ナ
ダ
、
パ
ナ
マ
な
ど
の
、

ア
メ
リ
カ
の
武
力
に
よ
る
海
外
侵
略
に
一
貫
し
て
反

対
し
て
き
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
な
デ
モ
に
参
加
す

る
こ
と
も
度
々
あ
り
、
け
っ
し
て
初
め
て
で
は
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。

朝
日
新
聞
に
も
載
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
も
う
少
し
詳

し
く
お
伝
え
す
る
と
こ
う
な
り
ま
す
。
ま
ず
船
長
の

こ
れ
に
は
私
自
身
も
、
少
数
の
抗
議
行
動
を
し
て

も
い
か
に
も
無
力
で
あ
り
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の

で
は
な
い
か
？
と
考
え
て
い
た
の
で
教
え
ら
れ
ま
し

た。
余
談
で
す
が
、
ク
ラ
ー
ク
氏
は
若
い
時
、
海
兵
隊

に
い
た
そ
う
で
、
日
本
に
寄
港
し
た
こ
と
は
無
か
っ

た
そ
う
で
す
が
、
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
中
に
も
ク

ラ
ー
ク
氏
の
よ
う
に
な
り
得
る
人
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

三
、
新
倉
さ
ん
が
繰
返
し
、
海
上
保
安
庁
の
人
々

に
向
か
っ
て
、
一
海
の
安
全
を
守
る
の
が
仕
事
な
ら
、

ど
う
し
て
ま
ず
、
核
を
搭
載
す
る
あ
の
危
険
な
空
母

を
取
り
締
ま
ら
な
い
の
か
，
一
と
呼
び
か
け
て
い
る
の

を
閏
き
、
全
く
そ
の
通
り
だ
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

勇
気
を
も
っ
て

9
z
o
'を

四
、
ボ
ー
ト
を
降
り
て
す
ぐ
、
新
閏
記
者
に
平
和

船
団
に
加
わ
っ
た
感
想
を
求
め
ら
れ
て
、
ク
ラ
ー
ク

氏
は
『
日
本
の
若
者
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
熱
意
を
持

っ
て
闘
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
』
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

五
、
ー
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
乗
組
員
た
ち
に
何

を
言
え
る
と
し
た
ら
何
と
言
い
た
い
で
す
か
？
」
と

問
わ
れ
て
『
G
O
H
O
M
E
,
•

そ
し
て
武
装
を
解

除
し
ろ
と
言
い
た
い
。
ま
た
、
そ
の
後
、
粉
ミ
ル
ク
、

医
薬
品
を
満
載
し
て
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
と
こ
ろ
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『
視
察
』
だ
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
！

闘ばート●● ．． 
．
 

清
水
さ
ん
が
記
者
の
質
問
に
答
え
て
「
結
局
は
阻
止

で
き
な
い
の
だ
か
ら
く
や
し
い
。
」
と
言
っ
た
の
を

閏
い
て
、
お
だ
や
か
に
『
私
は
出
港
を
阻
止
す
る
闘

い
を
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
、
そ
れ
を
阻
止

で
き
ず
に
今
こ
こ
で
入
港
反
対
の
デ
モ
に
加
わ
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
複
雑
で
悔
し
い
気
持
ち
で

す
よ
。
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
、
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
湾
岸
戦

争
で
果
た
し
た
役
割
、
在
日
米
軍
基
地
の
意
味
も
熟

知
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
「
視
察
」
と
い
う
こ
と
で

も
い
い
か
ら
横
須
賀
に
来
て
も
ら
お
う
と
考
え
て

I

説
得
」
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
す
が
、
ク
ラ
ー

ク
氏
と
し
て
は
『
「
視
察
」
だ
な
ん
て
と
ん
で
も
な

い
。
私
の
立
場
は
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
入
港
反
対
、

空
母
の
存
在
自
体
に
反
対
な
の
で
す
か
ら
、
マ
ス
コ

ミ
に
も
そ
れ
を
明
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
』
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

に
届
け
な
さ
い
、
と
言
い
た
い
。
』
と
答
え
て
い
ま

し
た
。

六
、
横
須
賀
で
予
定
時
間
を
大
巾
に
オ
ー
パ
ー
し
、

食
事
も
抜
い
て
日
米
議
員
連
盟
主
催
の
請
演
会
に
か

け
つ
け
た
の
で
す
が
、
各
政
党
の
議
員
と
そ
の
他
の

人
々
に
向
か
っ
て
、
『
私
は
今
朝
、
空
母
イ
ン
デ
ペ

ン
デ
ン
ス
の
入
港
に
反
対
す
る
デ
モ
に
加
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
昔
、
日
本
は
ペ
リ
ー
提
督
の
率
い
る
黒
船

に
鎖
国
の
静
寂
を
破
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
入

港
し
た
核
空
母
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
は
黒
船
よ
り
は

る
か
に
危
険
な
船
で
す
。
』
と
話
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

イ
と
同
じ
く
湾
岸
戦
争
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
、
日
本
が
そ
の
母
港
を
提
供
し
、
各
地
に
米
軍

基
地
を
お
い
て
い
る
の
は
植
民
地
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
日
米
の
協
力
関
係
の
あ
る
べ
き
姿
は
け

っ
し
て
こ
の
よ
う
な
軍
事
協
力
で
は
な
い
と
強
調
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
予
想
さ
れ
る
経
済
制
裁
を
覚
悟
し
て
、

ス
ー
ピ
ッ
ク
海
軍
基
地
の
存
続
に
一
ノ
ー
！
」
と
い

う
勇
気
を
示
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
に
学
び
、

日
本
も
是
非
、
軍
事
基
地
を
全
廃
さ
せ
、
地
球
上
か

ら
軍
備
を
な
く
す
方
向
に
向
か
っ
て
貢
献
し
て
ほ
し

い
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
が
、
書
き
き
れ
な
い
の
で
、
九
月
下
旬
か
ら

十
月
上
旬
の
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
六
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

大
川
原
百
合
子
（
市
民
平
和
訴
訟
の
会
）

「
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
は
本
国
に
帰
り

武
器
を
降
ろ
す
べ
き
で
す
」

ク
ラ
ー
ク
元
司
法
長
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

写真●西山毅 クルーザー「エスペランサ」の上で（左から
清水船長、全国運動の梅林さん、クラーク氏）

平
和
船
団
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
の
い
く
つ
か
を
お

伝
え
し
ま
す
。

一
、
岸
を
離
れ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
陸
の
方
を

振
返
り
、
雨
に
け
む
る
緑
の
丘
を
眺
め
、
『
こ
こ
に

軍
事
基
地
が
な
け
れ
ば
、
ど
れ
程
美
し
い
港
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
』
と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。

二
、
こ
れ
は
、
ク
ラ
ー
ク
氏
で
は
な
く
、
同
行
し

て
き
た
「
国
際
戦
争
犯
罪
法
廷
」
（
プ
ッ
シ
ュ
政
権

が
被
告
）
の
調
査
委
員
会
の
女
性
で
す
が
、
イ
ン
デ

ペ
ン
デ
ン
ス
の
甲
板
に
乗
組
員
が
ず
ら
っ
と
立
ち
、

こ
ち
ら
を
見
降
ろ
し
て
い
る
時
、
『
彼
等
は
力
を
誇

示
す
る
目
的
で
あ
の
よ
う
に
並
ば
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
彼
等
も
や
は
り
人
間
だ
か
ら
、
私
た
ち
の
抗
議

行
動
を
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か
を
感
じ
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
実
際
、
私
が
ア
メ
リ
カ
の
湾
岸
介
入

に
反
対
す
る
運
動
の
中
で
出
会
っ
た
人
は
、
昔
、
米

兵
と
し
て
日
本
に
来
た
時
に
、
基
地
に
や
っ
て
き
た

日
本
人
の
デ
モ
に
迎
え
ら
れ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

自
分
達
は
正
し
い
、
感
謝
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
結
局

は
平
和
運
動
家
に
な
っ
た
人
だ
っ
た
。
』
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

タ
ピ
ュ
ー
記
事
が
載
り
ま
す
の
で
、
読
ん
で
く
だ
さ

ヽ゚し
ク
ラ
ー
ク
氏
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
ー
ア
メ
リ
カ

の
湾
岸
介
入
を
や
め
さ
せ
る
連
帯
」
の
旗
と
パ
ッ
ジ

を
お
贈
り
し
ま
す
。

私
も
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
戦
争
と
軍
備
の

な
い
世
界
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
努
力
す
る
つ
も
り

で
す
の
で
、
ど
う
か
皆
さ
ん
も
確
信
を
持
っ
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

兵
士
だ
っ
て
き
っ
と

何
か
を
感
じ
る
は
ず
・
・
…
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ロ
ー
ラ
ン
ド

•
G

・
シ
ン
プ
ラ
ム
教
授

II
草
案
の
具
体
的
問
願
点

上
院
で
の
新
基
地
協
定
否
決
（
九
月
十
六
日
）

を
受
け
て
、
ア
キ
ノ
政
権
は
ス
ー
ピ
ッ
ク
基
地
を

三
年
後
に
返
還
す
る
、
と
表
明
し
た
。
そ
の
間
に

は
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
、
決
議
が
覆
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。
予
断
は
許
さ
な
い
。
前
号
に
続
い
て
、

反
核
平
和
運
動
の
側
か
ら
の
新
基
地
協
定
に
対
す

る
批
判
を
紹
介
し
た
い
。
核
持
ち
込
み
問
題
に
つ

い
て
は
「
日
本
方
式
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
し
、

批
判
の
論
点
は
「
日
米
安
保
条
約
」
や
「
地
位
協

定
」
に
も
通
ず
る
も
の
が
多
い
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
の

人
々
は
「
金
を
く
れ
て
も
い
や
だ
」
と
言
っ
て
い

る
。
冷
戦
が
終
結
し
た
今
、
日
本
の
私
た
ち
も
あ

ら
た
め
て
私
た
ち
の
「
基
地
協
定
」
を
見
直
す
時

に
き
て
い
る
。
（
訳
●
田
巻
一
彦
）

（E
)

＿
米
軍
に
よ
る
施
設
利
用
」
を
定
め
た
第
四

条
第
十
二
項
は
悪
法
の
非
核
条
項
へ
の
あ
か
ら
さ
ま

な
攻
撃
で
あ
る
。
そ
の
表
現
は
事
実
上
一
九
八
八
年

の
マ
ン
グ
ラ
プ
ス
シ
ュ
ル
ツ
（
い
ず
れ
も
当
時
の

外
相
）
合
意
メ
モ
の
引
き
写
し
で
あ
る
。
確
か
に
核

あ
る
い
は
非
通
常
兵
器
と
そ
の
部
品
の
貯
蔵
お
よ
び

取
り
付
け
に
つ
い
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
の
裁
量

に
よ
る
許
可
が
必
要
で
あ
る
（
「
事
前
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
の
同
意
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
）
。

し
か
し
、
核
兵
器
を
搭
載
し
た
航
空
機
あ
る
い
は
艦

船
の
領
空
・
領
海
通
過
、
着
陸
、
寄
港
に
つ
い
て
は
、

相
互
に
合
意
し
た
現
行
の
手
続
き
に
従
う
以
外
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
同
意
な
し
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
，
＇
・
-
現
行
の
手
続
き
」
と
は
一
体
何
な
の

だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
協
定
に
そ
の
内
容
を
明
記
し
な
い

の
だ
ろ
う
か
？

偲
譲
さ
れ
象
軍
の
特
檎
＿
＿

(

F

)

第
四
条
第
十
三
項
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米

国
軍
隊
は
そ
の
資
産
、
従
事
者
も
含
め
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
支
出
に
よ
っ
て
全
面
的
に
保
護
さ
れ
、
安
全
が

保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
特
例
法
す
ら
確
約

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
国

内
に
お
け
る
米
国
の
施
設
、
装
備
、
資
産
、
記
録
お

よ
び
公
式
情
報
の
適
性
な
保
護
と
保
全
を
確
固
と
し
、

非
核
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
合

(
N
F
P
C
)
全
国
議
長

（

下

）

(

A

)

条
約
は
第
一
条
で
米
国
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
領
土
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
お
よ
び
国
外
に
対
す

る
軍
事
介
入
の
た
め
の
訓
練
、
補
給
、
貯
蔵
、
支
援
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
宿
泊
、
兵
た
ん
、
中
継
拠
点
と
し

て
、
さ
ら
に
は
戦
時
お
よ
び
平
時
に
お
け
る
出
撃
・

作
戦
の
た
め
に
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
事
前
承
認
を
与
え
れ
ば
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
米
国
の
軍
事
介
入
活
動
に
対
す
る
積

極
的
な
共
犯
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
犯
す
も
の
を
フ
ィ
ピ
ン
の
法
律
に
従
っ
て

処
罰
す
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
特
例
法
の
制
定

お
よ
び
他
の
措
置
に
つ
と
め
る
こ
と
に
合
意
す
る
」
。

私
た
ち
よ
り
も
強
固
に
武
装
し
た
外
国
人
た
ち
の
権

利
と
特
権
を
擁
護
す
る
た
め
に
な
ぜ
特
別
の
法
律
な

ど
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？

(

G

)

ス
ー
ピ
ッ
ク
湾
の
訓
練
地
域
の
ほ
と
ん
ど
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
管
轄
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
は

米
国
に
「
訓
練
の
必
要
に
応
じ
た
十
分
な
優
先
的
立

入
り
権
｝
を
与
え
て
い
る
。
米
軍
の
た
め
の
低
空
飛

行
訓
練
コ
ー
ス
ま
で
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
防
省
に
よ
っ

て
認
可
さ
れ
て
い
る
。

(

H

)

一
年
後
の
一
九
九
二
年
に
米
国
が
ク
ラ
ー
ク

空
軍
基
地
を
返
還
す
る
相
手
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

で
は
な
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
で
あ
る
こ
と
は
き
わ
め
て

注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
こ
の
協
定
は
ほ
と
ん
ど
の
基
地
が
国
軍

に
「
返
還
」
さ
れ
た
1
9
7
9
年
の
協
定
と
同
じ
よ

う
な
代
物
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
ク
ラ
ー
ク
空

軍
基
地
司
令
部
と
ス
ー
ピ
ッ
ク
海
軍
基
地
司
令
部
の

管
轄
下
に
あ
る
周
辺
地
域
内
の
す
べ
て
の
施
設
に
対

し
て
米
軍
の
使
用
と
運
用
の
権
限
が
事
実
上
認
め
ら

れ
、
国
軍
は
た
ん
な
る
米
軍
基
地
の
保
安
部
隊
と
な

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(

I

)

第
六
条
は
「
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
使
用
を
許

さ
れ
た
施
設
お
よ
び
地
域
内
に
自
由
に
出
入
り
し
、

そ
れ
ら
相
互
間
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
」
を
保
障

基
地
墳
控
歯
止
め
な
し
―
―

比
米
新
基
地
協
定
を
批
判
す
る

一
九
九
一
・
八
•
一

フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
簗
国
の
軍
隊
喀
＿
＿

「

翡

雹

」

を

禍

化

＿

＿

(

B

)

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ひ
き
つ
づ
き
米
軍
の
戦
闘
部

隊
と
作
戦
の
た
め
の
拠
点
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

第
二
条
（
用
語
の
定
義
）
に
は
基
地
お
よ
び
施
設
の

利
用
を
許
さ
れ
る
米
軍
の
「
戦
闘
作
戦
行
動
」
の
定

義
さ
え
あ
る
。
そ
れ
ら
は
直
接
に
は
「
敵
」
と
の
戦

闘
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
敵
」
は
国
の

外
に
い
る
の
か
、
国
の
中
に
い
る
の
か
？
し
か
し
、

そ
の
米
国
の
敵
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
外
交
的
あ
る
い
は

友
好
的
関
係
に
あ
る
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ

』
う
か
？

(

C

)

米
軍
事
力
の
水
準
の
決
定
に
関
し
て
、
第
三

条
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
常
駐
あ
る
い
は
一
時
駐
留
す
る

軍
事
力
の
決
定
を
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
事
前
の
了

解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
表
現
で
、
大

統
領
の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
こ
の
よ

う
な
決
定
と
あ
る
外
国
と
の
協
定
を
議
会
の
承
認
な

し
に
行
う
こ
と
に
道
を
開
く
も
の
で
は
な
い
の
か
？

(

D

)

し
か
も
、
米
軍
に
よ
る
施
設
の
利
用
に
関
す

る
第
四
条
は
米
国
に
対
し
て
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
が
承

認
す
れ
ば
、
天
然
資
源
を
調
査
、
探
索
、
開
発
、
利

用
し
て
も
よ
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は

実
際
に
は
す
べ
て
大
統
領
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
明
文
的
な
歯
止
め
は
ど
こ
に
も
な
い
。

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
軍
に
フ
ィ
リ
ビ
ン
領
土
内

で
の
往
来
・
移
動
を
無
制
限
に
保
障
し
て
い
る
。

(
J
)
第
七
条
第
五
項
（
指
揮
お
よ
び
指
揮
関
係
）

で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
基
地
司
令
官
は
「
暗
号
区
域

お
よ
び
機
密
の
情
報
機
器
が
設
置
さ
れ
た
区
域
」
と

主
張
さ
れ
た
区
域
に
は
自
由
に
出
入
り
で
き
な
い
。

自
分
の
基
地
内
の
全
て
の
区
域
に
出
入
り
で
き
な
い

司
令
官
な
ど
、
ど
こ
に
い
る
だ
ろ
う
か
？
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
司
法
権
を
定
め
た
同
項
は
、
「
米
司
令
官
は

米
国
に
使
用
の
許
さ
れ
た
す
べ
て
の
施
設
お
よ
び
地

域
の
保
安
に
責
任
を
持
つ
」
と
規
定
さ
れ
た
第
六
項

の
前
で
は
事
実
上
無
き
に
ひ
と
し
い
。
基
地
保
安
の

た
め
の
合
同
の
パ
ト
ロ
ー
ル
ま
で
が
許
さ
れ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
軍
基
地
司
令
は
、
施
設
の
管
理
、
運
営
、
保

安
に
関
し
て
従
来
以
上
の
よ
り
広
範
な
権
限
を
米
軍

基
地
司
令
に
委
任
す
る
こ
と
す
ら
で
き
る
。
こ
れ
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
の
指
揮
権
を
米
軍
基
地
司
令
に
与
え

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。

(

K

)

環
境
保
護
に
関
す
る
第
八
条
特
別
条
項
の
規

定
は
曖
昧
で
あ
る
。
軍
事
活
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る

有
害
あ
る
い
は
毒
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
関
す
る
管
理

監
督
は
米
司
令
官
に
委
任
さ
れ
て
お
り
、
事
実
上

米
軍
に
白
紙
委
任
さ
れ
て
い
る
。
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原子力艦
入港惜罹

(3 9) 

1 9 9 1年 9月 16日～ 10月 15日

P級＝原子力潜水艦パーミット級

S級＝原子力潜水艦スタージョン級

L級＝原子力潜水艦ロサンゼルス級

◇9月17日午前10時52分原潜ハドック (P級）

横須賀を出港。

<¥9月20日 午前9時53分原潜ラホヤ (L級）横須

賀を出港。

♦9 月 22 日 午後1時51分原潜ホノルル (L級）横

須賀に入港。

◇9月24日 午前9時03分原潜ホノルル (L級）横

須賀を出港。

◆9月25日 午後3時47分原潜ホメルル (L級）横

須賀に入港。

午後4時06分原潜ホノルル（し級）横

須賀を出港。

◆1 0月5日 午後1時00分原潜ハ、ッファロー (L級）

ホワイトピーチに人港

※佐世保・ホワイトピーチの記録は未

確認です。

◇同日

●1991年1月1日から10月15日の各地への原子力艦入

港回数は

横須賀

佐世保

ホワイトビーチ

25回（うち原潜25回）

6回（うち原潜6回）

3回（うち原潜3回）

読
者
か
ら

1

4

-

(

L

)

一

米

国

軍

隊

が

使

用

を

許

さ

れ

る

施

設

の

範

ヽ
ー
／
マ

,
1し

囲

」

を

定

め

た

付

則

B
に

よ

れ

ば

、

ス

ー

ビ

ッ

ク

湾

の

約

八

五

％

が

実

効

上

米

軍

の

管

轄

と

使

用

の

下

に

置

か

れ

る

。

多

く

の

軍

事

重

要

施

設

お

よ

び

娯

楽

施

設

の

う

ち

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

が

管

轄

す

る

の

は

、

拡

張

さ

れ

た

S
じ
B
C
O
M集合
住

宅

、

訓

練

施

設

お

よ

び

地

域

、

指

定

さ

れ

た

投

錨

地

、

指

定

さ

れ

た

分

水

界

、

そ

し

て

正

面

ゲ

イ

ト

区

域

に

限

ら

れ

て

い

る

。

し

か

も

、

こ

れ

ら

は

す

べ

て

米

軍

が

求

め

さ

え

す

れ

ば

共

同

使

用

が

可

能

で

あ

る

。

存
続
さ
れ
る
這
信
基
雙
特
殊
誤
＿
・

(

M

)

私

た

ち

が

入

手

し

た

こ

の

前

の

草

案

と

同

じ

く

、

付

則

B
2に通
信

施

設

は

引

き

続

き

米

軍

が

使

用

す

る

と

記

さ

れ

て

い

る

。

そ

こ

に

は

ア

ン

ガ

ッ

ト

山

、

ヴ

ィ

ラ

モ

ー

ル

空

軍

基

地

、

マ

ニ

ラ

航

空

輸

送

事

務

所

、

ポ

ニ

フ

ァ

シ

オ

、

ダ

ウ

、

ス

タ

リ

タ

山

駐

屯

地

、

マ

ニ

ラ

測

候

所

お

よ

び

タ

ナ

イ

基

地

が

含

ま

れ

て

い

る

。(

N

)

通

信

施

設

に

関

し

て

は

、

米

軍

は

フ

ィ

リ

ピ

ン

領

土

内

の

ど

こ

に

で

も

、

拡

張

、

追

加

す

る

フ

リ

ー

ハ

ン

ド

を

事

実

上

与

え

ら

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

i

変

更

の

必

要

が

生

じ

た

場

合

に

は

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

政

府

は

求

め

に

応

じ

て

新

た

な

周

波

数

域

お

よ

び

相

互

に

合

意

し

た

施

設

を

提

供

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

●

花

に

は

太

陽

を

、

子

供

に

は

乎

和

を

！

弱

肉

強

食

の

資

本

主

義

社

会

を

泳

ぐ

技

術

で

は

な

く

、

連

帯

の

悦

び

を

体

験

さ

せ

た

い

。（

い

ぬ

い

・

た

か

し

／

鎌

倉

市

／

幼

児

教

育

者

）

●

い

つ

も

た

め

に

な

る

情

報

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

世

の

中

、

だ

い

ぶ

大

変

に

な

っ

て

き

そ

う

で

す

が

、

ど

ん

な

事

が

あ

っ

て

も

平

和

と

正

義

を

求

め

る

声

が

最

後

に

は

勝

つ

、

と

信

じ

て

い

ま

す

。

流

行

米

軍

当

局

を

支

援

す

る

」

。

こ

れ

で

は

、

米

軍

は

ノ

ー

チ

ェ

ッ

ク

で

―

つ

の

巨

大

な

軍

事

基

地

に

我

々

を

組

み

込

み

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

諸

島

を

軍

事

施

設

に

変

え

て

し

ま

う

こ

と

が

で

き

る

で

は

な

い

か

。

(

O

)

特

に

警

戒

を

要

す

る

の

は

特

殊

作

戦

部

隊

の

継

続

配

備

（

ス

ピ

ー

ッ

ク

湾

の

施

設

の

使

用

を

認

め

ら

れ

た

米

軍

の

水

準

を

定

め

た

付

則

A
に

記

さ

れ

て

い

る

）

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

部

隊

は

発

展

途

上

国

に

お

け

る

反

乱

鎖

圧

、

非

通

常

戦

争

、

低

強

度

型

戦

争

の

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

で

あ

る

。

こ

れ

ら

は

、

わ

が

国

の

平

和

に

貢

献

す

る

だ

ろ

う

か

？

(

P

)

最

後

に

保

障

金

に

つ

い

て

指

摘

し

て

お

き

た

い

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

が

今

後

少

な

く

と

も

十

年

間

に

ス

ー

ピ

ッ

ク

湾

の

み

を

提

供

す

る

代

償

と

し

て

受

け

取

る

金

額

は

二

億

三

百

万

ド

ル

で

あ

る

。

米

議

会

の

支

出

計

画

に

よ

れ

ば

そ

の

内

訳

は

、0基
地

周

辺

地

域

へ

の

通

常

の

経

済

支

援

に

一

億

ド

ル

0軍
備

購

入

資

金

の

肩

代

わ

り

が

一

億

ド

ル

。

た

だ

し

、

こ

れ

ら

は

貸

し

付

け

金

で

あ

り

、

返

済

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
0国
際

軍

事

教

練

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

も

と

で

の

フ

ィ

リ

ピ

ン

軍

兵

士

の

訓

練

の

た

め

の

三

億

ド

ル

。

歌

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

「

愛

は

勝

つ

」

と

い

っ

た

と

こ

ろ

で

す

。

ク

サ

イ

手

紙

で

申

し

訳

な

い

で

す

が

、

健

康

に

気

を

つ

け

て

気

長

に

や

り

ま

し

ょ

う

。

（

小

泉

譲

／

神

奈

川

県

寒

川

町

／

会

社

員

）

●

今

日

こ

そ

、

平

和

、

反

戦

、

そ

の

存

在

意

義

の

問

わ

れ

る

と

き

。

そ

の

平

和

戦

線

の

後

退

、

凋

落

、

何

処

に

誰

に

向

か

っ

て

嘆

き

訴

う

べ

き

か

11い「
ト

マ

喰

い

虫

」

、

こ

の

果

敢

な

行

動

に

最

後

の

望

み

と

期

待

を

賭

け

ま

す

。

共

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

。

（

石

黒

寅

毅

／

キ

リ

ス

ト

教

牧

師

／

高

崎

市

）

お
た
よ
り
待
っ
て
ま
す
！

ー

ー

―

二

＇

細
霊
」
の
差
や
か
し
―
―

編
集
室
か
ら
◆

邸

で

あ

る

。

こ

れ

ら

に

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

援

助

計

画

の

米

国

の

負

担

金

、

食

料

援

助

、

災

害

復

興

支

援

を

加

算

す

れ

ば

総

額

は

七

億

七

三

0

0万ド
ル

に

な

る

。

し

か

し

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

援

助

計

画

の

二

億

ド

ル

と

公

法

四

八

〇

に

基

づ

い

て

パ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

に

も

与

え

ら

れ

て

い

る

食

料

援

助

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

、

本

来

基

地

の

有

無

に

は

閲

係

な

く

、

算

入

さ

れ

る

べ

き

性

格

の

も

の

で

は

な

い

。

さ

ら

に

、

こ

こ

に

災

害

復

興

支

援

が

含

ま

れ

て

い

る

の

は

ど

う

い

う

訳

で

あ

ろ

う

か

？

わ

れ

わ

れ

は

そ

れ

は

人

道

的

理

由

に

よ

る

も

の

で

あ

る

と

考

え

て

き

た

の

だ

が

。

◆

◆

B
面

●

死

ぬ

思

い

で

卒

論

を

出

し

終

え

た

（

お

）

は

幸

い

に

し

て

死

な

ず

、

休

む

間

も

な

く

金

融

の

世

界

に

飛

び

込

ん

だ

。

そ

こ

で

彼

が

見

た

も

の

は

、

電

話

一

本

で

瞬

く

間

に

一

0
ケ

タ

の

金

が

動

き

、

取

り

引

き

さ

れ

る

と

い

う

現

実

だ

っ

た

。

（

お

）

に

は

今

ま

で

想

像

も

つ

か

な

か

っ

た

こ

と

が

毎

日

実

際

に

起

こ

る

聴

場

か

ら

の

帰

り

道

、

彼

は

事

務

所

に

立

ち

寄

っ

た

。

彼

の

そ

こ

で

の

仕

事

は

十

六

ペ

ー

ジ

の

「

会

計

報

告

」

の

作

成

で

あ

る

。

会

計

を

整

理

す

る

（

お

）

の

記

憶

に

は

昼

間

彼

が

つ

く

っ

た

小

切

手

の

額

面

が

生

々

し

く

残

っ

て

い

る

。

（

お

）

の

胸

中

は

複

雑

で

あ

る

。

こ

の

事

務

所

に

集

ま

っ

た

お

金

に

込

め

ら

れ

た

思

い

は

ど

ん

な

も

の

な

の

だ

ろ

う

。

現

実

を

変

え

る

た

め

に

投

じ

ら

れ

た

お

金

の

重

み

を

考

え

る

と

き

、

昼

間

の

世

界

に

な

ん

と

も

い

え

ぬ

や

り

き

れ

な

さ

を

感

じ

る

（

お

）

で

あ

っ

た

。

（

お

）

●

世

界

は

転

機

、

P
K
oとプ
ッ

シ

ュ

提

案

で

平

和

運

動

も

転

機

、

目

の

前

で

紺

の

ス

ー

ツ

に

身

を

固

め

早

く

も

溜

め

息

ま

じ

り

で

仕

事

の

グ

チ

を

こ

ぼ

す

（

お

）

君

も

転

機

。

オ

レ

だ

っ

て

負

け

な

い

。

人

生

の

テ

ン

キ

が

も

う

目

の

前

だ

、

な

ん

だ

か

よ

く

わ

か

ら

ん

が

そ

う

な

の

だ

と

目

を

ツ

リ

上

げ

た

り

し

て

い

る

。

三

0
日

に

は

掃

海

艇

が

帰

っ

て

く

る

呉

ま

で

平

和

船

団

し

に

い

っ

て

く

る

か

ら

ね

。

（

た

）

｀ 
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事務所移転のお知らせ
●このたび渋谷の事務所を 10月一杯で閉鎖し、横浜

に全面移転することになりました。

新しいアドレスは次のとおりです。

〒223 横浜市港北区箕輪町3-3-1

トマ喰い虫社

8045(563)5101 FAX045(563)9907 

●東横線日吉駅（渋谷から急行で20分）から歩いて 6

~7分のところです。ぜひお立ち寄りください。

●なお、封筒は在庫がなくなるまでしばらく旧いアド

レスのものを使わせてい

ただきます。また読者カ ー云・？ ・ごう

ードも今月は一部旧いも ～ ：＝＇9 =-＂ ＜＞ 

実に転送されますのでそ

のを同封しましたが、確こ竺昇屠冠畠

のまま使って下さって結

構です。郵便振替口座は

変更ありません。

●機関紙やミニコミを送

って下さっているみなさ

んは宛先の変更をよろし

くお願いします。

ll忍 8（日）磯恥
からトマ喰い虫社で。

ちょっとの疇でも結構です。

一度のぞきに来てください。

また、編集のボランティアも

砕屯こ連絡ください。

会計報告
(91 -9 ・ 16~10_ 15) 

［収入］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

〇今月の収人

会費収入

内［瓢
訳 参加個人
通信会員

カンパ収人

行動収入※

資料収入

反核ホットライン収入

［支出］

●今月の支出

家賃 (1D月分）

水道光熱費

｀話代

郵送費

文具・備品

印刷費

行動費※

資料経費

反核ホットライン経費

雑費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越

借入金繰越

232,453 

382、453
△150,000 

46,000 

34,000 
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△
 

＊行動収入、経費は原則としてプログラム毎の独立
採算となっているため、これにあてはまらない一部
の収支のみが経常会計に計上されます。

●
い
つ
も
会
費
・
カ
ン
パ
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
計
報
告
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
今
月
は
事
務
所
移
転
で
出
費
が
か
さ
ん
だ
う

え
、
入
金
の
ペ
ー
ス
が
落
ち
込
ん
だ
た
め
、
ま
た
ま

た
懐
具
合
が
大
部
あ
や
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
年
末
に
は
あ
ら
た
め
て
一
時
金
カ
ン
パ
の
お
願
い

を
い
た
し
ま
す
が
、
未
納
会
費
の
お
心
あ
た
り
の
方

は
こ
送
金
を
よ
ろ
し
く
ヽ
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
カ
ン
パ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
会
費
の
納

入
状
況
は
次
回
が
次
々
回
の
発
送
で
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
領
収
書
は
振
替
用
紙
の
控
え
で
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
必
要
な
場
合
は
そ
の
旨

お

書

き

添

え

く

だ

さ

い

。
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◆

月
刊
ト
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い
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七
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二
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一
年
一
（
）
月
二
0
1
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発
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（
通
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十
三
号
）

＊
発
行

K
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
1
・
全
国
運
動

〒
二
二
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区
箕
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，
三
'
-

ト
マ
喰
い
虫
社

0

(

)

四
五
（
五
六
三
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五
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（
）
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A
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五
（
五
六
三
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九
九
0
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一
郵
便
振
替
一
東
京
六
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＊
編
集
ト
マ
喰
い
虫
編
集
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員
会

＊
定
価
一

(
)
0
円
（
通
信
会
員
年
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0
0
0
円
）

会
計
よ
り


